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御茶屋橋 (ｵﾁｬﾔﾊｼ) 二ツ屋登町線 1992 19.4 11 H29.11 Ⅱ
橋台、橋面部材に部分的
な損傷

湯沢橋 (ﾕｻﾞﾜﾊｼ) 添川広面線 2007 34.2 7.7 H29.07 Ⅱ 主桁に軽微な剥離

弥栄橋 (ｲﾔｻｶﾊｼ) 下川原御橋線 1998 28.5 6.2 H29.07 Ⅱ 橋脚の一部にひびわれ

向山橋 (ﾑｶｲﾔﾏﾊｼ) 土崎電車通跡線 2005 54 10.5 H29.07 Ⅱ 主桁の下面に鉄筋すじ

萬吉橋 (ﾏﾝｷﾁﾊｼ) 萬吉橋線 2014 55.2 4.2 H29.07 Ⅱ
主桁、横桁に表面的な腐
食

岩城二号橋 (ｲﾜｷﾆｺﾞｳｷｮｳ) 岩城２号線 1997 16.2 5 H29.11 Ⅱ 沓座モルタルの一部欠損

釜ノ町二号橋
(ｶﾏﾉﾏﾁﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

桜町道田線 1996 17 9 H29.07 Ⅱ
主桁の一部に軽微なひび
われ

秋田南大橋 (ｱｷﾀﾐﾅﾐｵｵﾊｼ) 豊岩御野場線 1998 689 15.3 H29.07 Ⅱ
主桁にひびわれ、うき、遊
離石灰

岩瀬橋 (ｲﾜｾﾊｼ) 金足岩瀬３号線 2001 28 7.2 H29.07 Ⅰ 主桁に小さな欠損部

上飯島橋 (ｶﾐｲｲｼﾞﾏﾊｼ) 天ノ袋線 2005 58.5 7.2 H29.07 Ⅱ 主桁下面にひびわれ

新八田三号橋
(ｼﾝﾊｯﾀｻﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ)

八田６号線 2007 30 5.2 H29.07 Ⅰ 地覆に軽微なうきや剥離

御所野跨道橋 (ｺﾞｼｮﾉｺﾄﾞｳｷｮｳ) 御所野上北手線 1990 39.7 22 H29.07 Ⅱ
横桁の鋼板接着部に部分
的なうき

新屋跨道橋 (ｱﾗﾔｺﾄﾞｳｷｮｳ) 浜街道２号線 1982 38.6 10.5 H29.07 Ⅱ 橋台にひびわれ

田中橋2 (ﾀﾅｶﾊｼ) 田中橋線 2014 18.3 6.2 H29.07 Ⅰ 地覆にひびわれ

小出沢橋 (ｺｲﾃﾞｻﾜﾊｼ) 東萱森線 1988 15.3 6.2 H29.07 Ⅰ 地覆に軽微なひびわれ

宮崎橋 (ﾐﾔｻｷﾊｼ) 宮崎２号線 1998 18 6.2 H29.07 Ⅰ 舗装に軽微なひびわれ

河辺中学校橋
(ｶﾜﾍﾞﾁｭｳｶﾞｯｺｳ
ﾊｼ)

河中線 1990 27.2 11 H29.07 Ⅱ 横桁の一部に遊離石灰

神内橋 (ｼﾞﾝﾅｲﾊｼ) 神内３号線 1987 15.7 5 H29.07 Ⅰ 地覆端部の欠損

奥出橋 (ｵｸﾀﾞｼﾊｼ) 神内奥出線 1985 16 5 H29.07 Ⅱ 主桁にひびわれ

渡ノ波橋 (ﾜﾀﾉﾊﾊｼ) 渡ノ波線 1978 40.5 3.8 H29.07 Ⅱ 主桁に部分的な鉄筋露出

杉沢１号橋
(ｽｷﾞｻﾜｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ)

杉沢３号線 1994 19.7 5 H29.07 Ⅰ 地覆にコンクリートの剥離

奥出通勤橋
(ｵｸﾀﾞｼﾂｳｷﾝﾊ
ｼ)

奥出線 1989 15.2 6.2 H29.07 Ⅰ 排水管の腐食

白熊橋 (ｼﾛｸﾏﾊｼ) 上野七曲台線 1989 150 13 H29.07 Ⅱ 床版下面にひびわれ

畑ノ沢橋 (ﾊﾀﾉｻﾜﾊｼ)
広域河辺北野田
神内線

1993 14.7 8 H29.07 Ⅱ 橋台にひびわれ

荒巻二号橋
(ｱﾗﾏｷﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

上北手牛島線 不明 2.2 11 H30.03 Ⅰ 健全

中野二号橋 (ﾅｶﾉﾆｺﾞｳｷｮｳ) 中野笠岡線 2013 2.8 12.6 H30.03 Ⅰ 健全
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境橋 (ｻｶｲﾊｼ) 四ツ谷笹岡線 1960 4 5.6 H29.11 Ⅱ 頂版に部分的な鉄筋露出

桜田一号橋
(ｻｸﾗﾀﾞｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

猿田小山田線 不明 2.4 4.9 H30.03 Ⅱ 防護柵の部分的な欠損

堺橋 (ｻｶｲﾊｼ)
仁井田横山中野
線

不明 3.4 6 H30.03 Ⅱ 地覆部の断面欠損

堂回橋 (ﾄﾞｳﾏﾜﾘﾊｼ) 仁井田１号線 不明 4 5.1 H30.03 Ⅰ 健全

小中島二号橋
(ｺﾅｶｼﾞﾏﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

仁井田新田大野
牛島西線

不明 4 4.9 H30.03 Ⅱ 防護柵に防食機能の劣化

四ツ小屋
十七号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｼﾞｭｳﾅﾅ
ｺﾞｳｷｮｳ)

四ツ小屋本線 不明 2.3 5.9 H30.03 Ⅰ 健全

四ツ小屋
四号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾖﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

四ツ小屋駅線 不明 2.4 5.2 H30.03 Ⅰ 健全

御鷹野七号橋
(ｵﾀｶﾉﾅﾅｺﾞｳｷｮ
ｳ)

牛島茨島２号線 不明 2.3 7 H30.03 Ⅱ 路面に部分的なひび割れ

目長田橋 (ﾒﾅｶﾞﾀﾊｼ)
仁井田目長田１
号線

1968 2.7 6.1 H30.03 Ⅰ 健全である。

重兵ェ線
一号橋

(ｼﾞｭｳﾍﾞｴｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ)

仁井田仲谷地五
十五枚線

不明 4.6 6 H30.03 Ⅰ 全体的に健全

重兵衛線
二号橋

(ｼﾞｭｳﾍﾞｴｾﾝﾆｺﾞ
ｳｷｮｳ)

仁井田仲谷地五
十五枚線

1968 3 4.3 H29.11 Ⅲ 橋台にひびわれ

猿田川端
一号橋

(ｻﾙﾀｶﾜﾊﾞﾀｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ)

仁井田猿田川端
６号線

不明 2.4 9.5 H30.03 Ⅰ 健全

猿田川端
二号橋

(ｻﾙﾀｶﾜﾊﾞﾀﾆｺﾞ
ｳｷｮｳ)

仁井田猿田川端
８号線

不明 2.4 11 H30.03 Ⅰ 健全

御鷹野六号橋
(ｵﾀｶﾉﾛｸｺﾞｳｷｮ
ｳ)

御鷹野橋道脇６
号線

不明 2.3 12.1 H30.03 Ⅰ 健全

御鷹野四号橋
(ｵﾀｶﾉﾖﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

牛島西四丁目三
丁目線

不明 3.3 13.7 H30.03 Ⅰ 健全

潟中島一号橋
(ｶﾀﾅｶｼﾞﾏｲﾁｺﾞ
ｳｷｮｳ)

仁井田潟中町４
号線

不明 2 13.2 H30.03 Ⅰ 健全

仁助下橋 (ﾆｽｹｼﾀﾊｼ) 仁助橋線 1968 12.5 3 H29.11 Ⅱ 主桁下面に遊離石灰

下久保橋 (ｼﾀｸﾎﾞﾊｼ) 下久保橋線 1961 11.5 3.4 H29.11 Ⅱ 橋台にひびわれ

四ツ小屋
三十四号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｻﾝｼﾞｭｳ
ﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ)

御野場団地７９号
線

不明 3.7 4.1 H30.03 Ⅰ 健全

四ツ小屋
二十号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾆｼﾞｭｳｺﾞ
ｳｷｮｳ)

四ツ小屋上野中
野線

不明 2.3 6 H30.03 Ⅰ 健全

四ツ小屋
三十五号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｻﾝｼﾞｭｳ
ｺﾞｺﾞｳｷｮｳ)

四ツ小屋上野中
野線

不明 2.3 10 H30.03 Ⅰ 健全

四ツ小屋
三十七号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｻﾝｼﾞｭｳ
ﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ)

四ツ小屋大通１
号線

不明 5.5 6.6 H29.11 Ⅱ 床版下面に鉄筋露出

古館橋 (ﾌﾙﾀﾞﾃﾊｼ)
四ツ小屋大通１
号線

不明 2.4 6.3 H30.03 Ⅰ 健全

四ツ小屋
十三号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｼﾞｭｳｻﾝ
ｺﾞｳｷｮｳ)

小阿地柳林線 不明 4.5 4.5 H30.01 Ⅰ 健全

四ツ小屋
六号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾛｸｺﾞｳｷｮ
ｳ)

城下当場笹葉線 不明 2.3 8.1 H29.12 Ⅰ 防護柵の変形

四ツ小屋
二号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

城下当場１号線 不明 2.4 5.2 H30.01 Ⅰ 健全
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四ツ小屋
一号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

城下当場２号線 1971 3.5 4 H30.01 Ⅰ 防護柵の損傷

上田橋 (ｳｴﾀﾞﾊｼ) 笹葉下川原線 不明 2.3 5 H30.01 Ⅰ 健全

四ツ小屋
二十七号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾆｼﾞｭｳﾅ
ﾅｺﾞｳｷｮｳ)

末戸松本１１号線 不明 3.6 8.5 H30.01 Ⅰ 健全

四ツ小屋
二十二号橋

(ﾖﾂｺﾞﾔﾆｼﾞｭｳﾆ
ｺﾞｳｷｮｳ)

四ツ小屋街道西
線

不明 2.7 4.9 H30.01 Ⅰ 健全

古川向一号橋
(ﾌﾙｶﾜﾑｶｲｲﾁｺﾞ
ｳｷｮｳ)

仁井田古川向２
号線

不明 6.9 5.8 H29.07 Ⅱ 頂版・側壁にひびわれ

下久保新橋 (ｼﾀｸﾎﾞｼﾝﾊｼ) 御野場西２号線 1985 13.5 7.7 H29.07 Ⅱ 橋台にひびわれ

小林橋 (ｺﾊﾞﾔｼﾊｼ) 豊岩小林橋線 1985 12.5 5.2 H29.11 Ⅰ 健全

奥沢橋 (ｵｸｻﾜﾊｼ) 古野大繋沢線 不明 2.8 5.4 H30.03 Ⅰ 健全

向田一号橋
(ﾑｶｲﾀﾞｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ)

向田一号橋線 不明 7.5 4.7 H29.11 Ⅱ 主桁にひびわれやうき

鵐谷地一号橋
(ｼﾄﾄﾔﾁｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ)

鵐谷地一号橋線 不明 7.5 4.7 H29.11 Ⅱ 橋台に部分的な剥離

仁井田仲谷地
一号橋

(ﾆｲﾀﾞﾅｶﾔﾁｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ)

仁井田仲谷地線 不明 6.3 5 H29.11 Ⅱ 間詰め部に遊離石灰

砂子沢二号橋
(ｽﾅｺｻﾞﾜﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

猿田沢６号線 不明 8.6 4.7 H29.11 Ⅱ 橋台堅壁部に鉄筋露出

関上橋 (ｾｷｶﾞﾐﾊｼ) 関上境田線 1988 12 3.7 H29.11 Ⅰ 概ね健全

境田二号橋
(ｻｶｲﾀﾞﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

上北手百崎１号
線

不明 13.6 6 H29.11 Ⅰ 防護柵の部分腐食

向田三号橋
(ﾑｶｲﾀﾞｻﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ)

前田面寒川線 不明 5.8 4.6 H29.11 Ⅰ 防護柵の部分腐食

荒巻三号橋
(ｱﾗﾏｷｻﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

上北手荒巻１号
線

1986 10 11 H29.11 Ⅱ 間詰め部に遊離石灰

糠塚橋 (ﾇｶﾂﾞｶﾊｼ)
谷内佐渡糠塚１
号線

不明 3.3 5.8 H29.11 Ⅱ 床版に鉄筋露出

井関沢二の橋 (ｲｾｷｻﾜﾆﾉﾊｼ) 雛沢家ノ沢線 不明 11.4 4.5 H29.11 Ⅱ 間詰め部に遊離石灰

台下橋 (ﾀﾞｲｼﾀﾊｼ) 井関沢山道線 不明 7 3.6 H29.11 Ⅱ 床版下面に鉄筋露出

オサンド沢
小橋

(ｵｻﾝﾄﾞｻﾜｺﾊｼ) 神内大又２号線 1975 6 4.6 H29.11 Ⅰ 健全

式田３号橋
(ｼｷﾀﾞｻﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

式田１号線 1977 2.4 4.6 H30.03 Ⅱ 橋台に剥離

赤平小橋 (ｱｶﾋﾗｺﾊｼ) 赤平大張野線 1967 3.3 5 H30.03 Ⅱ 床版下面、橋台に変状

仁井田堰橋3 (ﾆｲﾀﾞｾﾞｷﾊｼ) 豊成線 1958 6.3 3.6 H29.11 Ⅲ 床版下面に鉄筋露出

白熊１号橋
(ｼﾛｸﾏｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

白熊線 1986 6 5.6 H29.11 Ⅱ 主桁の一部にひびわれ

会沢川橋 (ｱｲｻﾜｶﾜﾊｼ) 曽場外川原線 1984 10.1 3 H29.11 Ⅰ 健全

寺田橋 (ﾃﾗﾀﾞﾊｼ) 寺田１号線 1955 2.4 2.4 H30.03 Ⅱ 主桁の腐食
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筒出橋 (ﾂﾂﾃﾞﾊｼ) 柳町台線 1960 4 6.6 H29.11 Ⅰ 概ね健全

繋沢小橋 (ﾂﾅｷﾞｻﾜｺﾊｼ) 田屋線 1988 9.1 5 H29.11 Ⅰ 概ね健全

小平岱橋 (ｺﾋﾗﾀﾞｲﾊｼ) 小平岱線 1956 2.3 7.5 H30.03 Ⅱ 漏水･遊離石灰

奥出曽場
１号橋

(ｵｸﾀﾞｼｿｳﾊﾞｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ)

奥出曽場線 不明 4.3 9.5 H29.11 Ⅰ 概ね健全

尼沢１号橋
(ｱﾏｻﾜｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

尼沢線 不明 8.5 5.2 H29.11 Ⅱ 間詰め部に遊離石灰

沖村１号橋
(ｵｷﾑﾗｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

芝野本田線 1972 2.3 5.1 H30.03 Ⅱ 鉄筋露出

萱ヶ沢二号橋
(ｶﾔｶﾞｻﾜﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

中の沢線 1967 5.3 4.6 H29.11 Ⅱ 地覆の一部断面欠損

中ノ沢４号橋
(ﾅｶﾉｻﾜﾖﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ)

中の沢線 1980 5.3 5 H29.11 Ⅱ
主桁に鉄筋露出、全体的
な滞水

中ノ沢５号橋
(ﾅｶﾉｻﾜｺﾞｺﾞｳｷｮ
ｳ)

中の沢線 1980 5.3 5 H29.11 Ⅱ
主桁の一部にPC鋼線の
露出

中ノ沢６号橋
(ﾅｶﾉｻﾜﾛｸｺﾞｳ
ｷｮｳ)

中の沢線 1980 4.3 5 H29.11 Ⅱ 主桁の漏水、鉄筋露出

中ノ沢７号橋
(ﾅｶﾉｻﾜﾅﾅｺﾞｳ
ｷｮｳ)

中の沢線 1980 4.1 5.8 H30.03 Ⅱ 鉄筋露出

折戸２号橋 (ｵﾘﾄﾆｺﾞｳｷｮｳ) 折戸高尾線 1966 6.9 5.6 H29.11 Ⅱ 床版部に遊離石灰

折戸３号橋
(ｵﾘﾄｻﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

折戸高尾線 1969 5.5 5.4 H29.11 Ⅱ 橋台堅壁にひびわれ

折戸４号橋 (ｵﾘﾄﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ) 折戸高尾線 1969 5.5 5.2 H29.11 Ⅱ 床版端部に鉄筋露出

三福２号橋
(ｻﾝﾌﾞｸﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

三福線 1983 8.4 5 H29.11 Ⅰ 概ね健全

三福３号橋
(ｻﾝﾌﾞｸｻﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ)

三福線 1983 7.6 5.1 H29.11 Ⅰ 概ね健全

簗場橋 (ﾔﾅﾊﾞﾊｼ) 中山簗場線 1989 8.5 4 H29.11 Ⅱ 橋台にひびわれ

藤森１号橋
(ﾌｼﾞﾓﾘｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

藤森線 1977 5.3 5.3 H29.11 Ⅱ 橋台堅壁側面部に損傷

山王堂橋 (ｻﾝﾉｳﾄﾞｳﾊｼ) 山王堂中村線 1989 13.5 4.5 H29.07 Ⅱ 橋台や橋面部材に損傷

脇の沢橋 (ﾜｷﾉｻﾜﾊｼ) 繋１号線 1978 6.2 5.1 H29.11 Ⅱ
床版、橋台に漏水やうき、
鉄筋露出

繋橋 (ﾂﾅｷﾞﾊｼ) 繋２号線 1977 3.4 5.7 H30.03 Ⅱ 防護柵の防食機能の劣化

東又橋 (ﾋｶﾞｼﾏﾀﾊｼ) 東又線 1960 3.8 5 H30.03 Ⅱ 剥離

山田３号橋
(ﾔﾏﾀﾞｻﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ)

山田３号線 1960 3.5 5.6 H30.03 Ⅱ 剥離

下道橋 (ｼﾓﾐﾁﾊｼ) 萱ヶ沢下道線 1994 7 6.2 H29.11 Ⅱ 橋台に鉄筋露出

中田１号橋
(ﾅｶﾀｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

円行寺線 1980 5.8 6.8 H29.11 Ⅱ 床版に剥離や鉄筋露出

大沢郷１号橋
(ｵｵｻﾜｺﾞｳｲﾁｺﾞ
ｳｷｮｳ)

大沢郷線 1989 7.3 5 H29.11 Ⅱ 橋台や橋面部材に損傷
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大沢郷２号橋
(ｵｵｻﾜｺﾞｳﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

大沢郷線 1975 4.5 4 H29.11 Ⅱ 漏水跡

大沢郷３郷橋
(ｵｵｻﾜｺﾞｳｻﾝｺﾞ
ｳｷｮｳ)

大沢郷線 1979 6.5 4.2 H29.11 Ⅱ
伸縮部の漏水、防護柵の
変形

真木屋１号橋
(ﾏｷﾞﾔｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

真木屋線 1976 5.3 4 H29.11 Ⅱ 主桁に鉄筋露出

真木屋２号橋 (ﾏｷﾞﾔﾆｺﾞｳｷｮｳ) 真木屋線 1975 4.2 4 H29.11 Ⅱ 地覆に断面欠損

善知鳥１号橋
(ｳﾄｳｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ)

善知鳥線 1993 6.3 4.6 H29.11 Ⅰ 健全

堤ヶ沢橋 (ﾂﾂﾐｶﾞｻﾜﾊｼ) 堤ヶ沢線 1988 5.4 5.1 H29.11 Ⅱ 伸縮部の漏水

大橋橋 (ｵｵﾊｼﾊｼ) 大橋線 1984 5.3 5.2 H29.11 Ⅱ 鉄筋露出

東又１号橋
(ﾋｶﾞｼﾏﾀｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ)

東又１号線 1984 4.5 5.5 H29.11 Ⅱ 鉄筋露出

堤ヶ沢２号橋
(ﾂﾂﾐｶﾞｻﾜﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

堤ヶ沢２号線 1996 7.3 4.5 H29.11 Ⅰ 健全

舟卸橋 (ﾌﾅｵﾛｼﾊｼ) 舟卸線 1988 8 5 H29.11 Ⅰ 健全

中崎橋 (ﾅｶｻｷﾊｼ) 東又中崎線 1993 5.3 5.7 H29.11 Ⅰ 地覆や橋台に鉄筋露出

大金２号橋
(ｵｵｶﾞﾈﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ)

大金２号線 1992 5.4 5 H29.11 Ⅰ 健全

中田２号橋 (ﾅｶﾀﾆｺﾞｳｷｮｳ) 円行寺３号線 1990 5.3 5.3 H29.11 Ⅰ 健全

金輪神橋 (ｶﾅﾜｶﾞﾐﾊｼ) 上繋２号線 1992 5.4 4.5 H29.11 Ⅰ
地覆や防護柵に欠損や変
形

善知鳥橋 (ｳﾄｳﾊｼ) 白井沢修羅沢線 1973 7.5 4.5 H29.11 Ⅱ
床版下面にうきや鉄筋露
出

蛇野橋 (ﾍﾋﾞﾉﾊｼ) 下黒瀬水沢線 1977 12.6 4.5 H29.07 Ⅱ 間詰め部の遊離石灰

上繋２号橋
(ｶﾐﾂﾅｷﾞﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ)

上繋線 1970 3.8 5.1 H30.03 Ⅱ 漏水

大台１号橋
(ｵｵﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ)

大台線 1971 2.1 4.5 H30.03 Ⅱ ひび割れ

中村橋2 (ﾅｶﾑﾗﾊｼ) 竹の花細田線 1974 2.4 7.9 H30.03 Ⅱ 剥離

金井田橋 (ｶﾅｲﾀﾞﾊｼ) 竹の花細田線 1974 3 5.9 H30.03 Ⅱ 鉄筋露出

宮ノ前橋 (ﾐﾔﾉﾏｴﾊｼ)
金ヶ崎宮ノ前２号
線

1964 4.7 5.2 H30.03 Ⅱ 剥離

湯野目２号橋 (ﾕﾉﾒﾆｺﾞｳｷｮｳ) 下黒瀬上谷地線 不明 2.1 11.2 H30.03 Ⅱ 漏水

寿橋 (ｺﾄﾌﾞｷﾊｼ) 黒沢５号線 1973 18.4 4.9 H29.11 Ⅱ 鋼材の板厚減少

宮ヶ沢広面
歩道橋

(ﾐﾔｶﾞｻﾜﾋﾛｵﾓﾃ
ﾎﾄﾞｳｷｮｳ)

宮ヶ沢広面線 1983 49.7 3.3 H29.11 Ⅱ
主桁や床版、支承部の腐
食

岩瀬前山橋 (ｲﾜｾﾏｴﾔﾏﾊﾞｼ) 金足岩瀬５号線 1999 30.6 6.2 H29.07 Ⅰ 健全
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